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市政だより 人口の動き

10月 1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 5.1 4 ~ + 56 
3 1.3 6 5 + 2~ 
3 3. ~ 8 2 + 29 
1 8.5 1 8 + 2~ 
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(コミュニティセンター完成予想図〉

市はこのほど、市庁舎横の埋立地に市民の文化、教

養を高め、市民同志の対話を深めるコミュニティセン

ターの建設工事(総事業費4億2，000万円)を始めまし
た。来春3月に完成します。

この建物は、鉄筋コンクリート造2階建で、 500人

収容のステージ付きの会議室、婦人学習室、料理講習

室、陶芸焼成室、子供づれで各種会合に参加する婦人

のための幼児保育室、音楽室、美術室、各種講座室な

どができます。

老朽化した中央公民館の役割を果たす施設ですが、

市民の皆さんが有意義に利用できるよう細かく配慮し

ており、完成が待たれます。

市庁舎横に
来春3月完成
コミュニティセンター
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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五三P
草分

ございます

表

日次
時の
と
お
り
実
施
し
ま
す

を者

おめでとう

労

小佐古公民館ほか

十
一
月
一
目
、
市
役
所
第
一
会

議
室
で
本
市
の
教
育
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
人
と
団
体
、
永
年
に
わ
た

り
児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
並
び

に
教
育
に
専
念
さ
れ
た
人
な
ど
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
及

び
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
小
佐
古
公
民
館

マ
山
添
一
男
さ
ん

功
石走者

目教

恒
例
の
新
年
名
刺
交
換
会
を ， 市

役
所
総
務
課
(
玖
島
郷
二
↑

・・・・・・
1

・

恒

新o旬
年O

名O

束Ijo

交O

換O

日

昭
和
五
十
五
年
一
月
二

午
前
十
一
時
か
ら

※ 

会O

場
所

市
民
会
館

.6. zヨE
費

八
百
円

申
込
先

十
二
月
五
日
ま
で
に

五
)
へ

マ
原
徳
雄
さ
ん

マ
河
野
忠
博
さ
ん

マ
朝
長
準
さ
ん

マ
沢
田
計
さ
ん

マ
原
芳
雄
さ
ん

マ
渡
辺
貞
兎
さ
ん

マ
村
上
保
之
さ
ん

マ
加
島
樽
さ
ん

マ
大
石
栄
太
郎
さ
ん

マ
南
政
利
さ
ん

マ
大
導
寺
宏
さ
ん

マ
一
瀬
四
郎
さ
ん

マ
川
浪
多
喜
子
さ
ん

マ
金
子
フ
ミ
さ
ん

マ
若
江
ツ
タ
さ
ん

マ
保
坂
玲
子
さ
ん

マ
小
家
松
ヨ
シ
子
さ
ん

マ
松
尾
巽
さ
ん

マ
牧
野
喜
代
子
さ
ん

マ
福
田
ミ
キ
さ
ん

マ
松
園
サ
ワ
エ
さ
ん

マ
林
田
保
夫
さ
ん

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

ー
見
均
針
小
②
i

今
回
は
、
労
働
者
団
地
(
新
場
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
三
恐
慌
で
し
た
が
、
今
の
住
民

村
)
参
観
の
模
様
を
ど
紹
介
し
在
で
は
二
万
戸
の
住
宅
に
八
万
は
何
か
を
白
か
ら
の
力
で
実
行

ま

す

。

人

が

住

ん

で

い

て

、

中

学

校

、

し

た

い

気

持

を

も

っ

て

い

て

、

上
海
市
は
人
口
が
千
百
万
人
小
学
校
、
幼
稚
園
、
託
児
所
が
週
二
日
の
学
習
と
毎
週
木
曜
日

重
工
業
と
商
業
活
動
の
盛
ん
な

各
八
カ
所
あ
り
、
文
化
館
、
映
に
は
退
職
者
に
よ
る
大
掃
除
が

国
際
都
市
で
、
市
内
に
は
各
所
函
館
、
公
園
、
プ
l
ル
、
図
書
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

に
新
村
と
呼
ば
れ
る
労
働
者
団
館
な
ど
の
文
化
施
設
が
あ
り
ま
早
寝
、
早
起
を
し
て
健
震
の

地

が

あ

り

ま

す

。

す

。

た

め

に

太

極

傘

を

や

り

、

大

い

一
斑
は
天
山
新
村
、
二
・
三
医
療
面
で
は
、
総
合
病
院
が
に
歌
い
、
映
画
や
芝
居
を
見
る

班
は
曽
陽
、
四
・
五
班
は
控
江
一
カ
所
、
医
療
セ
ジ
タ
1
が
十
乙
と
が
楽
し
み
だ
、
と
話
し
て

六
・
七
班
は
酒
塘
の
各
新
村
を
六
カ
所
、
銀
行
、
郵
便
局
が
八
く
れ
ま
し
た
。

~

参

観

し

ま

し

た

。

地

区

に

あ

り

、

商
庖
も
六
十
カ
託
児
所
は
、
二
歳

t
三
歳
半

曽
陽
新
村
は
、
一
九
五
一
年
所
あ
る
そ
う
で
す
。
玩
具
、

腕

ま
で
の
子
供
が
三
百
二
十
人
で

に
上
海
で
最
も
早
く
で
き
た
団
時
計
、
洋
服
な
ど
の
工
場
が
二
保
母
さ
ん
は
四
十
六
人
で
し
た

地
で
、
面
積
は
二
百
万
平
方
メ
十
三
あ
っ
て
、
四
千
人
余
り
が
毎
月
の
保
育
料
は
二
元
、
昼
食

l
ト
ル
あ
り
、
昔
は
荒
地
と
墓
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
代
は
毎
日
二
十
二
銭
(
中
国
の

暗
唱

ー
:

幽
司
幽
・
・
司
通

た

。

一

元

は

日

本

円

で

五

十

円

、

一

喝
溜
鴇

刷

ira
R引い醐

乙
の
新
村
に
は
、
定
年
退
職
元
は
十
角
、
一
角
は
十
分
(
銭
)

日
刊
週

動
濁
ぎ

凶
幽
・
・
ち
者
が
七
千
人
い
ま
す
。
定
年
は
で
す
)
、
普
通
の
労
働
者
は
四

極

4

駅
1
/
ヨ

樋
園
た

H
;
、嶋

一イ
切
開
櫨
掴
供

男

性
は
六
十
歳
、
女
性
は
頭
脳
十
元

t
六
十
元
と
い
う
こ
と
で

襲

警

庁

樋

襲

好
労
働
者
の
場
合
は
五
十
五
才
、
し
た
。

隠
れ

FL「
邑

睡
蓮
置
所
肉
体
労
働
者
の
場
合
は
五
十
才

託
児
所
で
は
「
春
が
来
た
」

1

・

沼

岡

悶

悶
悶
細
沼
崎
週

閣

記
で
す
。
定
年
後
は
、
毎
月
退
職
を
、
老
人
グ
ル
ー
プ
は
「
さ
く
~

E
，
引
辺司
Z
S噛
覇

防
時
の
賃
金
の
七
五
M
m
t
八
O
M
m

ら
さ
く
ら
」
を
上
手
に
歌
っ
て

ー

・

国
岡
町
邑
剥
験
制
鴇
崎
一
一
品
目明
新
を
受
給
し
、
診
療
は
す
べ
て
無
く
れ
て
、
私
た
ち
訪
中
団
と
大

• 

苦
言
殉
温
E
E
睡
怠
L

AV

--
J謝

料
と
の
乙
と
で
し
た
。
合
唱
に
な
り
ま
し
た
。

一
F

園
周

れ
害
亨
華

ベ

』

一

闘

J
J
j
繍
謹

昔
は
、
病
気
、
失
業
、
死
が

F
P一

f
j

i

-

-

ぷ
趣
意
1
3が
ぶ
抑
制
園
田

町

大
村
市
親
善
訪
中
団

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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下
水
道

築
く
熱
意
で
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伸
び
る
町

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

お
互
い
に
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し、

尊
い
生
命
や
貴
重
な

財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

〔重
点
実
施
事
項
〕

ω住
民
へ
の
火
災
予
防
の
推
進

。
防
火
座
談
会
、
消
火
訓
練
な

ど
の
実
施
推
進

0

独
居
老
人
家
庭
な
ど
に
対
す

る
防
火
訪
問

。
住
宅
密
集
地
区
に
対
す
る
防

りおおむ市政だよりt3) 

% 
t，% 

以
上
の
よ
う
な
目
標
を
か
か
げ

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
防
火
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
家
族
や
隣

り
近
所
で
も
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
話
し
合
う
と
と
も
に、

初

期
消
火
の
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う

な
お
、
町
内
会
や
婦
人
会
な
ど

で
、
本
運
動
を
機
会
に
防
火
座
談

会
、
映
写
会
、
消
火
訓
練
な
ど
実

施
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

消
防
署
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

。
サ
イ
レ
ン
を

な
ら
し
ま
す

火
災
予
防
運
動
期
間
中、

毎
日

午
後
八
時
を

「
消
防
の
時
間
」

と

定
め
、
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
鳴
ら

し
ま
す
。

サ
イ
レ
ジ
を
合
図
に
「
火
の
元

の
点
検
」
に
協
力
し
て
下
さ
い
。

大

村

消

防

署

(
富
②

l
四
一
一
ニ
八
」

中
小
企
業
経
営
者
の
方
へ

事
業
主
の
退
職
金
制
度
に
加
入
を

本
制
度
は
国
で
つ
く
ら
れ
た
事

業
主
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す

事
業
主
の
方
が
第
一
線
を
退
い

た
時
な
ど
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た

共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
り

節
税
を
し
な
が
ら
財
産
づ
く
り
の

お
役
に
立
ち
ま
す
。

た
だ
い
ま
全
国
加
入
促
進
運
動

実
施
中
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

本
制
度
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
観
光
課
へ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

中

小

企

業

倒

産

防

止

に

共

済

法

中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
国
で
つ
く
ら
れ
た

制
度
で
す
。

加
入
後
六
カ
月
以
上
た

っ
て
、

取
引
先
企
業
が
倒
産
し
売
掛
金
債

権
な
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
、
掛
金
総
額
の
十
倍
の
範
囲

内
で
無
利
子
、
無
担
保
、
無
保
証

の

利

用

を

グ

火
査
察

凶
危
険
物
移
動
タ
ジ
ク
貯
蔵
所
な

ど
の
街
頭
検
査

問
危
険
物
施
設
な
ど
の
立
入
検
査

(
石
油
事
情
の
悪
化
に
伴
な
い

不
法
買
だ
め
な
ど、

悪
質
な

違
反
者
に
対
し
て
ほ
厳
し
く

/

取
締
る
)

凶
特
定
防
火
対
象
物
に
対
す
る
防

火
管
理
体
制
の
強
化
及
び
消
防

訓
練
の
実
施
推
進

。パ

l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
、
飲
食

庖
、
百
貨
庖
、
ス

ー
パ
ー
、
旅
館
、

ホ
テ
ル
な
ど
に
対

し
本
運
動
を
機
会

に
防
火
管
理
者
の

選
任
、
火
災
予
防

の
自
主
検
査
、
消

火
、
通
報
、
避
難

訓
練
な
ど
の
実
施

推
進
を
行
う

-司、.
、ー

人
で
共
済
金
の
貸
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。た
だ
い
ま
全
国
加
入
促
進
運
動

実
施
中
で
す
。
ぜ
ひ
乙
の
機
会
に

本
制
度
へ
の
、
ど
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
観
光
課
へ

あ
い
ま
い
な
金
取
引
き
の

誘

最
近
、
金
の
「
延
べ
取
引
き
」

「
現
物
条
件
付
売
買
」

「
予
約
販

売
」
な
ど
と
称
し
て
、
お
客
か
ら

代
金
の
一

定
割
合
を
保
証
金
・

予

約
金
と
し
て
受
け
取
っ
て
行
う
売

買
取
引
き
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
引
き
は
数
カ
月
後

に
現
物
の
受
け
渡
し
を
す
る
乙
と

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
期
日

が
到
来
す
る
ま
で
の
聞
に
保
証
金

の
積
み
増
し
を
請
求
さ
れ
る
な
ど

意
味
の
わ
か
り
に
く
い
特
別
の
条 に

ご

注

意

を

h
u
・

件
が
課
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
多
く

各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。あ
い
ま
い
な
取
引
き
を
し
た
た

め
に
大
損
を
し
た
と
い
う
乙
と
が

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

会
」
ん

な
お
、
金
を
購
入
し
た
い
人
は

う
ま
い
も
う
け
話
に
と
び
っ
か
ず

信
頼
で
き
る
販
売
業
者
か
ら
購
入

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ
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歴史のある私たちの町

しましようコ

。
名
勝
・
史
跡
類
で
は
、
国
指
定

の
旧
円
融
寺
庭
園
を
は
じ
め
、

県
指
定
の
本
経
寺
大
村
家
墓
碑

群
、
今
富
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、

五
教
館
御
成
門
、
大
村
藩
御
船

蔵
跡
、
市
指
定
の
十
四
カ
所
が

あ
り
ま
す
。

@
天
然
記
念
物
で
は
、
国
指
定
の

大
村
神
社
の
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ

県
指
定
の
大
村
神
社
の
ク
シ
マ

ザ
ク
ラ
、
玖
島
崎
樹
叢
ほ
か
三

カ
所
、
市
指
定
の
四
カ
所
が
あ

り
ま
す
。

。
乙
れ
ら
に
指
定
し
て
い
な
い
多

く
の
も
の
を
含
め
て
、
標
識
や

説
明
板
を
建
て
て
い
ま
す
が
、

い
つ
も
き
れ
い
で
あ
る
よ
う
み

ん
な
で
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

。
民
俗
芸
能
で
は
、
県
指
定
の
黒

丸
踊
、
寿
古
踊
、
沖
田
踊
を
は

じ
め
、
浮
立
な
ど
郷
土
に
伝
わ

…

福

祉

基

金

ヘ

寄

付

一

…

杭

出

津

郷

の

高

松

信

夫

さ

ん

一

一

杭

出

津

郷

の

高

松

信

夫

さ

ん

し

た

。

-

一
は
、
亡
妻
美
津
子
さ
ん
の
忌
明
乙
の
尊
い
ど
遺
志
を
十
分
に
一

一
に
際
し
、
そ
の
ど
遺
志
に
よ
る
生
か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
福
一

一
も
の
と
し
て
、
百
万
円
を
社
会
祉
行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
一

一

福

祉

の

た

め

に

と

寄

付

さ

れ

ま

く

予

定

で

す

。

一

を「文化財
大切に

※ 

る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が

い
つ
ま
で
も
受
け
つ
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
古
文

書
、
古
い
書
画
、
古
い
器
具
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
た
ま

な
い
よ
う
に
保
存
し
ま
し
ょ
う

。
文
化
財
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の

と
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
遠

慮
な
く
社
会
教
育
課
へ
ど
連
絡

下
さ
い
。

牛
乳
を
飲
ん
で
元
気
な
子
供
を
グ

妊
産
婦
に
特
別
価
格
で
支
給

全
国
牛
乳
普
及
協
会
で
は
、
妊

産
婦
に
対
し
母
体
の
健
康
維
持
増

進
と
貼
児
の
健
全
な
発
育
を
目
的

と
し
て
、
牛
乳
を
特
別
価
格
(
一

日
一
本
二
百
回
目
三
十
五
円
)
で

差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

お
申
込
み
下
さ
い
。

実
施
期
間
来
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

対
象
者

母
子
健
康
手
帳
を
有
す

る
妊
婦
及
び
出
産
後
一
年
以
内

の
産
婦

申
込
期
間
来
年
二
月
二
十
九
日

ま
で

亮
給
期
間
申
込
み
の
翌
月
一
日

か
ら
で
産
前
・
産
後
各
二
カ
月

司
副
E
r
l
 

※
詳
し
く
は
市
内
各
牛
乳
販
売
庖

ま
た
は
市
生
活
環
境
課
へ

就
学
児
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
小
学
校
入
学

児
童
の
健
康
診
断
を
現
在
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
実
施
期
日
に

つ
い
て
は
入
学
校
よ
り
各
家
庭
へ

通
知
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
す
で
に
終
了
し
た
学

校
も
あ
り
ま
す
が
、
関
係
校
の
実

施
後
に
転
入
、
通
知
漏
れ
な
ど
で

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

検
査
が
で
き
て
い
な
い
人
は
、
早

自
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日

ー
四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児
童

連
絡
先
教
育
委
員
会
学
教
校
育

課

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

黒
丸
遺
跡
シ
リ
ー
ズ

発
掘
さ
れ
た
古
代
の
大
村

③ 

④
出
土
し
た
竹
櫛

た
て
ぐ
し

こ
れ
は
堅
櫛
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
十
本
前
後
の
竹
患
を
並

べ
、
と
れ
を
中
央
部
か
ら
U
字

形
に
曲
げ
て
そ
の
根
本
を
縛
り

う
る
し

手
で
持
つ
部
分
に
漆
を
ぬ
っ
て

い
ま
す
。
櫛
と
は
言
っ
て
も
髪

を
と
か
す
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
髪
飾
り
の
一
種
と
思
っ
て

下
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、

板
材
や
杭
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

(
黒
丸
遺
跡
遠
景
)

右
・
発
掘
さ
れ
た
堅
櫛

左
・
堅
櫛
復
元
図

の
木
器
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
腐
っ
て
し
ま
う
の
で
、
奈

良
の
研
究
所
に
送
っ
て
科
学
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

一
般
家
庭
の
方
へ

毎
日
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
各
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
出
し
方
も
水
切
り
が
な
さ
れ

ず
、
不
潔
に
な
っ
た
り
収
集
時
に

散
乱
す
る
よ
う
な
状
態
も
あ
り
、

収
集
に
時
間
を
費
す
た
め
計
画
収

集
に
困
難
を
期
た
す
乙
と
が
あ
り

ま
す
。
次
の
こ
と
が
ら
を
特
に
守
っ
て

収
集
処
理
に
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

O 
I乙切台
入り・所
れをか
てしら
出ての
し不残
て用飯
下に類
さなは
いつよ
。たく

袋水

O
紙
く
ず
類
は
散
乱
し
な
い
よ
う

不
用
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
類

は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
回
収
業

者
に
引
取
ヲ
て
も
ら
う
な
ど
、

ゴ
ミ
の
減
量
に
ど
協
力
下
さ
い

住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

八
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

--・圃圃h
・---の
排
出
後
は

、EEIν 

つ
も
き
れ
い
に

皆

さ

ん

の

;. . .. . ... ....~ 

O
ジ
ュ
ー
ス
缶
、
か
ん
詰
缶
、
ス

プ
レ
ー
缶
、
ピ
ン
類
は
不
燃
物

で
す
。
，
決
め
ら
れ
た
場
所
に

決
め
ら
れ
た
日
に
d

出
し
て
下

さ
い
。

o，
コ
ミ
容
器
が
不
潔
に
な
ら
な
い

ょ
う
新
聞
紙
な
ど
を
底
に
敷
く

な
ど
、
衛
生
的
な
工
夫
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
不
燃
物
集
積
所
に
は
、

従
来
か
ら
，
決
め
ら
れ
た
物
を
、

決
め
ら
れ
た
自
に
、
決
め
ら
れ
た

場
所
に
'
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
徹

底
さ
れ
ず
い
つ
も
ゴ
ミ
捨
場
と
い

っ
た
状
態
の
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
注
意
と
心
が
け

で
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
不
燃
物
集
積
所
に
は
日
常
生

活
か
ら
出
る
ピ
ン
類
、
缶
類
、
ガ

ラ
ス
類
、
金
属
く
ず
な
ど
の
不
燃

物
に
限
り
決
め
ら
れ
た
日
に
出
す

よ
う
守
っ
て
下
さ
い
。

-ーー，
~ 

協

力

を

事
業
者
の
方
ヘ

ま
た
、
事
業
活
動
か
ら
毎
日
多

量
に
出
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
が
直
接
処
理
す
る
の
が
原
則

で
す
。
不
燃
物
と
可
燃
物
を
分
別

し
て
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
場
合
、
次
の
処
理

手
数
料
を
搬
入
時
に
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す

処
理
手
数
料
百
キ
ロ
ま
で
毎
に

二
百
円

綴
入
受
付
時
間

〔平
日
〕
午
前
九
時

t
十
一
時
三

十
分
ま
で
、
午
後
一
時

t
四
時

ま
で

〔土
曜
日
〕
午
前
九
時

t
十
一
時

ま
で

※
土
曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
日
、

祭
日
は
休
務
で
す
の
で
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
。

撮
入
時
聞
は
特
に
厳
守
さ
れ
る

よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

54年12月"'55年3月

町 内 名 収集曜日 12月 1月 2月 3月
一

乾二浦馬場地町区各.町古内町2鈴丁田目地(古区町各5町区内・6区・住宅・西〉 第1月曜日 3 7 4 3 

東浦.前舟津.外浦小路下久原上久原.久原官舎後木場向木場.岩舟. 第1火曜日 4 三吾
15 " E 1H 4 5 日向平.上小路須田ノ木.岩舟住宅 久原第2団地 第3火曜日 18 

久原団地. 本小路. 片町第1・第2 本町第1・第2.西本町第1・第2. 第1水曜日 5 
東本町 第3水曜日 19 

2孟正J 寸z2ーL0 
J 129 0 ニ域第1・第2 水主町 有楽街. 武部 田ノ平. 小佐古. 大佐古. 第1木曜日

柴田. 向陽町水田 1区 第3木曜日 20 

赤佐古.旭町団地.草場.池の坊.駅前アパート 常盤団地池田新町(9 第1金曜日 7 8 7 
区・10区・11区・アパート) 池田1丁目・2丁目 坂口町.坂口住宅 第3金曜日 21 18 22 @ 

上諏嗣訪町 嗣……1打目同丁珂市目駅一( 2 I 1 
諏訪2丁目(諏訪7区・ 8区・東諏訪).諏訪3丁目 第3土曜日 15 19 16 I 15 

荒浦平1区.・水2計区 徳南松泉川本内.北.大松本多武.久横津山.寺頭本.雄. 山ケ下原.梶橋本ノ尾宮.梶本.ノ尾団地 第2月曜日 10 I 14 ⑪ 10 

古町.水田町(水田水田2区).杭出津2・3丁目(3区・4区.上杭出津 第2火曜日 11 I 8 
下抗出津辻国昭和通商小路) 杭出樟1丁目 !第4火曜日 25 I 22 
松並1丁目(中央町.乾馬場住宅を含む〉松並2丁目 第2水曜日 12 I 9 13 
協和町. 松山町植松1・2・3丁目ー 第4水曜日 26 I 23 27 I 26 
西大村本町(第1・2). 桜馬場1丁目. 桜馬場第2.古賀島町. 第2木曜日 13 I 10 14 I 13 
森園町.今津町.原口町(堺町.原口住宅).富の原1・2丁目 第4木曜日 27 I 24 

1132日J二盆~a二
大川田町.竹松本町.小路口町(竹松住宅小路口住宅) 小路口本町. 第2金曜日 14 I 11 
鬼橋町.竹松町.宮小路1・2・3丁目.黒丸町 宮小路九電社宅 第4金曜日

228822125 2 6 寺 第2土曜日
沖田. 寿古.皆同.今富. 立福寺. 弥勅.矢上.草場 第4ェ曜日

野武留田路.重.井乾田馬.場北町木場古今町山2丁.東目光寺.野岳北・南.平原.松原野田. 第3月曜日 17 21 18 17 

l 黒・2木区.北北川松内本・.南南川松本内.久久良津原.寺中本岳.山・宮下代.梶原ノ尾荒瀬梶田ノ尾下団・宮地本.・橋浦本1区 第4月曜日 24 28 25 24 
0印は祭日のため、収集は翌日または翌々日となります。
ム印は収集曜日が一部変更になりますのでご注意下さい。

表割日集収物燃不
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i ， 
注
射
と
検
診

-3歳児
健
康
診
査

対

象

昭

和

五
十

一
年
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

十
年
十
一
月

t
五
十
一
年
四
月

生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し

|月日 | 場 所 |時間

i今村公民館 10:00.......11:00

12/3 
溝陸公民館 11:30-12:00 

三 浦 出張所 13:30-14:0。
三浦西部公民館 14:30-15:00 

中里平野商居前 9:30~'10 : 30 

12/4 
平小川倉田宅前 11:00-....12・。。
陰 平上公民館 13:30.......14:00 

|岩松公民館 14:30-15:30 

9:30........10:30 

12/5東浦- 漁協前 11: 00.......12: 00 

下 久原公民館 13・30.......14:00
前舟津公民館 14:30.......15:30 

横山頭公民館 10: 00.......10: 30 

12/6 
大多武婦人ホーム 11:00.......12:00 

後木場公民館 13: 30.......14: 00 

久原住宅丹沢商庖前 14:30-15:30 

片町村上歯科前 9:30.......10:30 

片町永尾商庖前 11: 00.......12: 00 

岩舟南商居前 13:30.......14:00 

上 久原公民館 14: 30.......15: 30 

黒木小学校 10:00-10:30 

12/10 
萱瀬出張所 11: 00-12: 00 

宮代公民館 13:30-14:00 

原郷公民館 14:30.......15:30 

12/11 立福寺舟森商居前 11:00:-""12:00

矢上公民館 13:30.......14・30
寿古公民館 9:30.......10:30 

12/12 
今富玉川宅前 11: 00.......12: 00 

松原出張 所 14:30.......15:30

東光寺溝口商居前 9:30.......10:30 

i'武留路公民館 13:30.......14:30

川福祉センタ一ドル12
13:00.......15:00 

レントゲン検診日程
て
下
さ
い

日
時
十
一
月
二
十
二
日

午
前
九
時

t
十
時
、
午
後
一
時

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

日l診療科目 |病医院名 |所在地 |電話

3-6624 

2 耳鼻咽 海江田医院武部郷2-3329 

!内 :ii尾官寸一蜘9婦人 ・内 野婦内人 口 5-4450 

内・外科 5-8427 

整形外科牟田整形外 古2丁町目 2-4501 

内科長崎医院
寿 古町一郎1523 

整形外科貞松整形外科東本 3-4808 

小児 科出口小児科T丁町一225130 
産・婦人科後藤産婦人科 本西大村町 2-601 

12月の日曜当番医

※ 

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

午前9時~午後6時

12月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

I:i時間 |場所 1 対一象 l
IJ! :30.......11:~Q I 大村保健所生後 3 カ月までの乳児l
113: 30-15: 001松原出張所 i妊婦と乳幼児 | 

診療時間

大
村
保
健
所
は
市
立
病
院
跡

(
松
並

2
丁
目
)

!D11:3ト 11:州竹松出張所 |乳幼児
|13: 00......15:側 |

11IJ: 30.......11: 0ql主笠埋壁PJTI生後4.......6カ月の乳児
|13: 30.......15: 001鈴田出張所 |妊婦と乳幼児
181 9: 30.......11: 001大村保健所生後7カ月以上の乳児
illJt 30-11: 001萱瀬出張所|妊婦と乳幼児

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
庄
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

12月の健康相談日程

内 ~合"" 
9:00......11:00 13:00.......16:00 
妊 婦 相 談 一 般健康相談

乳幼児相談 妊婦教室(第1回〉

12 r一一一一一一一一一J

19 乳幼児相談 妊婦教室(第3回〉

26 し一一一一一ー 妊婦教室 (第4回)

に
移
転
し
て
い
ま
す -

レ
ン
ト
ゲ
ン

検

診

結
核
予
防
法
に
も
と
づ
き
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
結
核

の
撲
滅
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
。

毎
年
一
回
、
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
ガ
ジ
な
ど

の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
該
当
者

は
も
れ
な
く
受
診
し
て
下
さ
い
。

該
当
者

次
の
人
を
除
く
全
員

。
就
学
前
の
乳
幼
児

。
小
・
中
・
高
校
な
ど
の
学
校
の

児
童
生
徒

。
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人
。
現
在
、
結
較
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人

。
妊
娠
中
の
人

料

金

無

料

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

(
市
外
へ
の
通
学
生
)

県
知
事
告
示
に
よ
り
、
市
内
の

保
育
園
児
(
三
歳
以
上
)
か
ら
高

校
生
ま
で
の
集
団
生
活
を
営
む
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
は
.
そ
の
保

育
所
・
学
校
で
予
防
接
種
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
市
外
へ
の
通
学
生

で
他
市
町
村
の
学
校
で
接
種
が
で

き
な
い
生
徒
に
対
し
て
は
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

日
程〔第

一
回
目
〕
十
一
月
二
十
二
日

m
第
二
回
目
〕
十
一
月
二
十
九
日

※
時
間
は
午
後
こ
時
心
三
時
ま
で

料
金

無
料

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
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『

f}

み
』

募
-
委
託
管
理
人

聴
務
内
容

市
民
会
館
管
理
業
務

応
募
資
格

学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

が
大
正
十
三
年
四
月
二
日

t
昭

和
二
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子

採
用
条
件
市
内
居
住
者
に
限
る

募
集
期
間
十
二
月
五
日
ま
で

※
詳
し
く
は
人
事
課
ま
た
は
市
民

会
館
(
雷

@
l
二
七
三
九
〉
へ

一
交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

一
日
時
十
一
月
二
十
七
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一

l
i
l-
-
o

一

無

料

人

権

(

身

の

上

)

一
も
し
あ
な
た
の
身
の
回
り
に

一
理
由
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た

一
り
、
人
格
を
無
視
さ
れ
た
り
し

一
て
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
は
い
ま

-
せ
ん
か
。

-
農
地
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸

-
借
戸
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養

-
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
他

-
一
般
の
法
律
問
題
で
苦
し
み
悩

ん
で
お
ら
れ
る
人
は
、
遠
慮
な
山

く
お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。
一

日

時

十

二

月

六

日

一

午
前
十
時

t
午
後
三
時
一

場
所
福
祉
セ
ジ
タ
1

主

催

一

。
大
村
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
一

会

一

。
長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局
一

l調談l

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
す
べ
て
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

厚
生
・
国
民
年
金
相
談

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

日
時
十
一
月
二
十
八
日

牛
前
十
時

t
午
後
三
時

相
吾*-
a少に

-
県
・
市
営
住
宅
入
居

者
(
空
家
補
充
)

住
宅
名

県
・
市
営
久
原
住
宅

(
第
一
種
)

受
付
期
間
十
一
月
十
五
日

t
十

二
月
十
五
日
ま
で

申
込
先
建
築
課

申
込
資
格
制
住
居
に
困
っ
て
い

る
人
で
県
内
か
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
人

同
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
人

で
家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
う
能

力
の
あ
る
人

的
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

ょ
う
と
す
る
親
族
(
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
人
、
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者

を
含
む
)
が
あ
る
こ
と

※
入
居
申
込
資
格
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
い
乙
と

は
建
築
課
へ

-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
五
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
名

〔
公
立
保
育
所
〕
池
田
、
中
央
、

三
城
、
竹
松
、
本
町

〔
私
立
保
育
園
〕
萱
瀬
、
植
松
、

妙
宣
寺
、
久
原
、
三
浦
、
松
原

わ
か
ば
、
常
盤
、
美
天
宮
、
諏

訪
、
か
た
ま
ち
、
新
城
、
桜
馬

場
、
ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま

わ
り

入
所
で
き
る
基
準
保
育
に
か
け

る
児
童
(
申
請
書
裏
面
参
照
〉

対
象
各
保
育
所
一
歳

t
五
歳
ま

で
(
ふ
る
ま
ち
保
育
園
は
三
歳

未
満
児
の
み
)

受
付
期
間
十
二
月
一
日

t
来
年

一
月
十
日
ま
で

申
込
先
福
祉
事
務
所
福
祉
課

(
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
福
祉

課
と
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
が

必
ず
保
護
者
が
直
接
持
参
し
て

下
さ
い
)

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
福
祉
課

へ
-
消
防
職
員十二

月
一
日

t
二
十

受
付
期
間

日
ま
で

受
験
資
格

〔
短
大
及
び
大
卒
者
〕
昭
和
三
十

一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
男
子
で
短
大
ま
た
は
大
卒
者

(
卒
業
見
込
を
含
む
)

〔
高
卒
者
〕
昭
和
三
十
五
年
四
月

一一日

1
三
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
高
卒
者

(
卒
業
見
込
を
含
む
)

試
験
期
日
昭
和
五
十
五
年
一
月

十
八
日

申
込
方
法
申
込
用
紙
は
県
央
地

域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
ま
た
は
大
村
消
防
署
に
請
求

し
て
下
さ
い

※
詳
し
い
こ
と
は
消
防
本
部
総
務

課
(
曾
諌
早
②
|

O

一
一
九
)
へ

田
自
衛
官
(
各
種
〉

マ
向
衛
隊
生
徒
(
少
年
自
衛
官
)

資
格
十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満

の
中
学
校
卒
業
者
(
来
春
卒
業

見
込
者
)

募
集
期
間
十
二
月
二
十
二
日
ま

で
マ
ニ
等
陸
・
海
・
空
士

資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
で
中
学
校
以
上
の
卒

業
者
(
来
春
高
校
卒
業
見
込
者
)

採
用
試
験
毎
週
行
わ
れ
る
の
で

い
つ
で
も
応
募
で
き
る

※
詳
し
く
は
市
民
課
ま
た
は
募
集

事
務
所
へ

-
き
れ
い
な
選
挙
の
推

進
に
役
立
つ
書
道

県
選
挙
管
理
委
員
会
並
び
に
県

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
主
催

に
よ
り
、
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

に
役
立
つ
書
道
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
小
・
中
学
生
、
高
校

生
(
一
人
一
点
)

提
出
日
・
締
切
日
来
年
一
月
二

十
一
日
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ

用
紙
・
内
容
半
紙
一
枚
を
用
い

内
容
は
次
の
と
お
り

〔
小
学
生
の
部
〕

。
一
・
二
年
生
日
乙
く
み
ん

。
三
・
年
生
四
日
せ
ん
き
ょ

。
五
・
六
年
生
H

明
る
い
選
挙

〔
中
学
生
の
部
〕
普
通
選
挙

〔
高
校
生
の
部
〕
地
方
自
治

応
募
よ
の
注
意

。
作
品
の
左
端
に
学
校
名
、
学
年

氏
名
を
書
く
こ
と

。
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と

(
入
賞
作
品
は
主
催
者
に
お
い

て
自
由
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
〉

審
査
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
第

一
次
審
査
を
行
い
、
選
ば
れ
た

作
品
は
県
選
挙
管
理
委
員
会
で

入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す

賞
入
選
者
に
は
県
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
の
賞
状
と
記
念
品

を
、
第
一
次
審
査
入
選
者
全
員

に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す

発
表

来
年
二
月
中
旬

※
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
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も

よ

お

し

りおむ

-
農
称
水
産
ま
つ
り

ゐ

市
内
の
農
林
漁
業
者
が
相
互
理

解
と
強
固
な
連
帯
意
識
を
盛
り
上

げ
、
更
に
地
域
住
民
に
深
い
理
解

と
協
力
を
ボ
め
な
が
ら
第
一
次
産

業
従
事
者
の
地
位
の
向
上
と
暮
ら

し
の
安
定
を
凶
り
、
か
つ
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
て
農
林
水
産
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

市政だより

日
時

十
二
月
一
日
・
二
日

大
村
市
農
協
会
館
周
辺

農
林
水
産
物
の
品
評
会

内場
容所

展
示
即
売
会
、

畜
産
共
進
会
、

生
活
展
、
小
学
校
児
童
作
品
展

実
物
鑑
定
競
技
、
農
業
共
済
相

談
、
米
消
費
ポ
ス
タ
ー
展
示
、

米
料
理
展
示
及
び
試
食
会

※
詳
し
く
は
農
林
水
産
課
へ

-
消
費
生
活
展

石
油
不
足
を
初
め
と
す
る
省
資

源
問
題
や
生
活
・
経
済
環
境
が
急

激
に
変
化
す
る
時
代
を
迎
え
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
賢
い
消
費
者

と
な
る
た
め
の
「
み
ん
な
で
考
え

る
消
費
生
活
展
」
を
開
催
し
ま
す

日
時
十
一
月
二
十
八
日
、
二
十

九
日
(
午
前
十
時

t
午
後
五
時
)

市
民
会
館

場
所

内
容
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ

ー
ナ
l
、
実
習
コ
ー
ナ
ー
、
即

売
コ
ー
ナ
ー
、
新
米
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
う
す
雪
試
食
と
米

粉
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
つ
き

大
会
即
売
コ
ー
ナ
ー

主
催
市
、
県
生
活
セ
ン
タ
ー

共
催
市
内
各
種
団
体

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

-
長
崎
・
中
固
定
期
航

空
路
開
設
記
念
日
中

親
善
友
好
物
産
展
な
ど

駅
通
り
商
庖
街
、
本
町
通
り
商

庖
で
は
、
じ
げ
も
ん
市
と
大
せ
い

も
ん
払
い
を
行
い
ま
す
。
と
く
に

，
お
い
し
い
、
大
村
米
を
食
べ
よ

う
4

運
動
と
し
て
次
の
行
事
を
行

い
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
お
出
か
け

下
さ
い
。

日
時
十
一
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日
、
二
十
五
日

内
容
大
村
産
の
新
米
で
も
ち
つ

き
大
会
、
お
に
ぎ
り
試
食
会
、

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
な
ど

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

-
移
動
芸
術
祭

「
ジ
l
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
卜

H
ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
」

公

演

迫

る

文
化
庁
移
動
芸
術
祭
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、

劇
団
四
季
に
よ
る
「
ジ
!

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

高

校
イ
ン
タ
ー
ァ

i
ト
ク
ラ
ブ
一

(一

瀬
芙
美
子
ほ
か
十
九
人

)

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

所

H

映
写
と
菊
三
十
鉢
、
球
根

-

慰
問
と
石
け
ん
一

箱
、

雑

布

五

-

一

一
香

典

返

し

一
敬
称
略

マ
森
俊
子
(
新
町
)
三
千
二
百
百
五
十
球
、
花
苗
四

箱

マ

大

一
十
枚

マ
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
一

六

十

六

円

村

カ

ラ

オ

ケ

会

(水
谷
正
之
会

一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

ラ

ブ

H
菓
子
四
十
袋

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
長
ほ
か
十
四
人
)
歌
謡
慰
問

一

マ

小

佐

々

京

子

(

西

三

城

町

・

市

立

図

書

館

へ

一

一
亡
夫
武
雄
)
十
万
円
マ
土
井
マ
宮
青
会
(
沢
田
雅
敏
会
長
・

マ
漆
英
夫
(
諏
訪
一
丁
目
)
ヵ

マ
辻
本
正
和
(
長
崎
市
)
梅
園
一

一
辰
一
(
武
部
郷
・
亡
母
ソ
ジ
)
宮
小
路
二
丁
目
)
一
万
円
を
大

ス
テ
ラ
二
箱

マ
長
崎
玉
扇
会

全
集
全
2
巻
、
写
さ
れ
た
幕
末

一

一

三

万

円

村

子

供

の

家

へ

(

宮
崎
秀
門
会
長
ほ
か
六
人
)

東
京
百
年
史
全
7
巻
、
写
真
集

一

清

和

園

へ

舞

踊
慰
問

マ

八

木
館

(
本
町
「
長
崎
」
、
長
崎
郷
土
物
語
全
一

一

一
色
一般

寄

付

一
敬

称

略

-

一

「

-

マ
九
州
電
力
(
株
)
大
村
営
業
三
丁
目
)
映
画
招
待

マ
向
陽

2
巻

一

f
‘
・
1
・
1
t
‘
t
-
t
-
t
‘
・
1
t
‘
・
1
・
1
・
1
t
‘
t
‘
t
‘
・
!
t
‘
l
‘
・
1
t
‘
・
!
4
・
・
1
・
!
1
・
l
‘
t
、
・
1
t
-
t
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t
‘
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H

ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
H
ス
ー
パ
ー

ス
タ
l
」
の
公
演
が
十
一
月
二
十

五
日
に
迫
り
ま
し
た
。

前
売
入
場
券
は
枚
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
求
め

下
さ
い
。

十
一
月
二
十
五
日
(
日
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所
市
民
会
館
ホ
l
ル

前
売
券
一
般
H

千
八
百
円

(
当
旦
二
千
円
)

小
中
高
生
H

七
百
円

(
当
日
目
九
百
円
)

日
時

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
器
居
、

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
居
、
原
田
楽
器

底
、
牧
島
楽
器
居
、
長
崎
書
庖

商
工
会
議
所
、
市
役
所
広
報
公

聴
課
(
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
)

中
央
公
民
館
、
中
地
区
公
民
館

教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

第

8
固
定
期
演
奏
会

十
二
月
八
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場

所

市

民
会
館

賛
助
出
演
山
下
和
仁
さ
ん
(
国

際
ギ
タ
l
コ
ン
ク
ー
ル
三
冠
王
)

連
絡
先
田
川
仁
さ
ん
(
曾
③
|

四
O
四
八
)
ま
た
は
社
会
教
育

課
へ

日
時

ス
ポ

ツ

-
勤
労
青
少
年

車

球

大

会

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
秋

の
卓
球
大
会
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時
試
合
開
始

場

所

勤

労
青
少
年
ホ

l
ム

種
目
男
女
別
の
個
人
・
団
体
戦

※
団
体
戦
は
ホ

i
ム
を
利
用
し
て

い
る
講
座
生
、
ク
ラ
プ
員
、
ま

た
は
市
内
各
事
業
所

商
庖
会

か
ら
一
チ
l
ム
三
人
一
組
に
よ

る
対
抗
試
合

出
場
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
満
三
十
歳
未
満

の
勤
労
青
少
年

出
場
制
限

次
に
該
当
す
る
人
は

出
場
で
き
な
い

ωホ
l
ム
主
催
の
過
去
三
回
の
大

会
で
個
人
優
勝
し
た
人
、
ま
た

は
団
体
優
勝
し
た
チ
l
ム
で
、

同
一
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ
れ
る

も
の
ω主
催
者
側
で
、
そ
れ
相
当
と
認

め
ら
れ
た
人

申
込
先
十
一
月
三
十
日
ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
(
曾
③
l
一
三
五
三
)
へ
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